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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像表示装置と前記画像表示装置に映像情報を送信する映像情報送信装置とがネットワ
ークを介して接続された画像表示システムであって、
　前記映像情報送信装置は、
　前記画像表示装置に送信する映像情報が予め記憶された映像情報記憶手段と、
　前記画像表示装置の端末識別情報に対して、前記画像表示装置が表示すべき映像情報の
識別情報と表示開始時刻の情報とを関連づけて記憶する表示開始テーブル記憶手段と、
　前記画像表示装置から前記端末識別情報を受信した場合に、前記端末識別情報と現在の
時刻を基に前記表示開始テーブルを参照し、前記画像表示装置が表示すべき映像情報の識
別情報と表示開始時刻の情報とを抽出する映像情報抽出手段と、
　前記映像情報抽出手段により抽出された前記映像情報の識別情報を持つ前記映像情報を
前記映像情報記憶手段から読み出し、読み出した前記映像情報と前記表示開始時刻の情報
とを前記画像表示装置に送信する表示情報送信手段とを備え、
　前記画像表示装置は、
　計時手段と、
　受信した前記映像情報を記憶する記憶手段と、
　前記画像表示装置の端末識別情報を定期的に前記映像情報送信装置に送信する端末識別
情報送信手段と、
　前記映像情報送信装置が送信した前記映像情報と前記表示開始時刻の情報とを受信して
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前記記憶手段に記憶する受信手段と、
　前記計時手段を参照して、前記映像情報送信装置から受信した前記表示開始時刻が到来
したか否かを判定し、前記表示開始時刻が到来した場合に、前記記憶手段に記憶した映像
情報を読み出して表示する映像表示手段と
　を備えることを特徴とする画像表示システム。
【請求項２】
　前記画像表示装置は、前記映像情報を表示しない間は時計画像を表示することを特徴と
する請求項１に記載の画像表示システム。
【請求項３】
　前記画像表示装置は、前記時計画像を常時表示し、前記映像情報を表示する場合は、前
記映像情報と前記時計画像を重ねて表示することを特徴とする請求項２に記載の画像表示
システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、駅やデパートなどに設置され、時計画像により時刻情報を表示するとともに
、随時必要な映像情報を表示する画像表示システム、及び画像表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　駅やデパートなど、多くの人々が集まる場所には、壁際などに多数の案内広告などが掲
示されている。最近はこうした案内広告に、電子式の画像表示装置が多く利用されるよう
になってきた。この画像表示装置は、従来の紙を用いたポスターなどの固定的な案内広告
などと異なり、ポスターなどの張り替えの必要がなく、また、案内広告などの内容をタイ
ムリーに変更でき、また、ニュースや時刻情報などを提供することができるなど利点が多
い。
【０００３】
　ところで、例えばデパートなどで、各階や各売場などに多数の画像表示装置を設置し、
常時は時計画像で時刻情報を提供し、必要に応じて、バーゲンやイベントなどの案内情報
を表示するような利用が行われるようになってきた。このような時計画像と案内情報を同
時に表示するような場合は、従来は、各画像表示装置の管理と、時計画像と共に表示させ
る案内情報として何を表示するかは全て中央の管理サーバで集中管理されており、各画像
表示装置は管理サーバから配信された映像情報をそのまま表示していた。
【０００４】
　しかしながら、画像表示装置が多数の場所に設置されている場合に、各画像表示装置の
設置場所や時間帯に合わせて適切な画像を選択して表示することが必要なこともある。こ
のような場合には、管理サーバでの処理ソフトウェアが複雑かつ膨大なものとなり、プロ
グラムの開発とその管理に多大な労力を要していた。そのため、各画像表示装置に画一的
な画像を表示させることで済ますことも多かった。
【０００５】
　このような画像表示装置に関連する先行技術として、駅などに設置された多数の看板を
自動的に運営管理できる電子看板システムが提供されている。これは、鉄道駅などに設置
された多数の看板スクリーンに液晶プロジェクターなどを用いて広告画像（静止画、動画
、文字情報など）を表示する装置であり、液晶プロジェクターＰＨＳ端末を有し、無線電
話通信を通じてサーバから広告画像を受信し、内部に蓄積し、看板スクリーンに表示すす
る。また、時間帯ごとに広告画像を切替えることができる。サーバは、遠隔から液晶プロ
ジェクターに対して、制御コマンドや、広告画像の更新データや、文字情報などを送信す
る（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２０００－３４７５７６
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　しかしながら、従来の画像表示装置（電子看板など）においては、多数の画像表示装置
で表示させる映像情報を中央のサーバで一括管理し、時刻毎に画像表示端末装置に必要な
表示情報を選択して配信していた。このため、多数の画像表示装置が設置されている場合
には、画像表示装置毎の映像情報の配信制御が複雑となり、その管理には多大の労力を必
要としていた。
【０００７】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的は、時刻情報を提供す
る時計画像を表示すると共に、随時必要な映像情報の表示を行う画像表示装置が多数設置
された場合にも、その制御と管理を容易にする、画像表示システム、及び画像表示方法を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の画像表示システムは、複数の画像表示装置と前記各画像表示装置に映像情報を
送信する映像情報送信装置とがネットワークを介して接続された画像表示システムであっ
て、
　前記映像情報送信装置は、前記各画像表示装置に送信する映像情報を記憶する映像情報
記憶手段と、前記各画像表示装置の端末識別情報毎に、前記画像表示装置が表示すべき映
像情報と表示開始時刻とを関連づけて記憶する表示開始テーブル記憶手段と、前記画像表
示装置から前記画像表示装置の前記端末識別情報を受信した場合に、前記端末識別情報と
現在の時刻を基に表示開始テーブルを参照し、前記画像表示装置が表示すべき映像情報と
表示開始時刻の情報とを抽出する映像情報抽出手段と、前記映像情報抽出手段により抽出
された前記映像情報と前記表示開始時刻を前記画像表示装置に送信する表示情報送信手段
とを備え、
　前記画像表示装置は、時計機能と、前記画像表示装置の端末識別情報を定期的に前記映
像情報送信装置に送信する端末識別情報送信手段と、前記映像情報送信装置から受信した
映像情報と表示開始時刻の情報に基づいて、表示開始時刻に、受信した映像情報を表示す
る映像表示手段とを備えることを特徴とする。
【０００９】
　このような構成であれば、映像情報送信装置（中央の管理サーバ）は、各画像表示装置
（端末）に配信する映像情報をデータベースに記憶すると共に、各画像表示装置の端末識
別情報に対応して、当該画像表示装置が表示すべき映像情報の識別情報とその表示開始時
刻の情報とを表示開始テーブルとして記憶する。そして、各画像表示装置は、定期的（ま
たは表示終了など必要なとき）に、各画像表示装置自身の端末識別情報を、映像情報の要
求信号として、映像情報送信装置に送信する。映像情報送信装置（サーバ）は、画像表示
装置からの端末識別情報を受信した場合に、該端末識別情報を基に表示開始テーブルを参
照し、当該画像表示装置が表示すべき映像情報とその表示開始時刻の情報とを抽出し、抽
出した映像情報とその表示開始時刻の情報を、当該画像表示装置に送信する。画像表示装
置では、映像情報送信装置から受信した映像情報を、その表示開始時刻が到来すると表示
を開始する。
【００１０】
　これにより、画像表示装置（端末）側から自身が必要とする映像情報を映像情報送信装
置（サーバ）側に要求し、受信した映像情報を自身で表示することができる。すなわち、
画像表示装置はプル型で映像情報送信装置から映像情報を取得して自立的に表示を行おこ
なうため、各設置場所や時間対帯ごとに必要な情報を提供することができる。例えば、デ
パートなどでは、紳士服売場では婦人服売場のバーゲンの案内は行わないなど、表示する
情報を選択して売場に合致したものとすることができる。また、時刻に会わせて、各階に
客を誘導するように情報を表示することも可能となる。さらに、映像情報送信装置（サー
バ）側で、個々の画像表示装置の表示制御を行う必要がなくなり、映像情報の配信制御と
その管理が容易となる。
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【００１１】
　また、本発明の画像表示システムは、前記画像表示装置は、前記映像情報を表示しない
間は、前記時計画像を常時表示することを特徴とする。
このような構成であれば、画像表示装置では、映像情報を表示しない場合には、時計画像
により常時時刻情報を表示する。例えば、アナログ式の時計画像などを表示する。
これにより、画像表示にブランクを生じさせることなく、周囲との視覚的な調和を保ちな
がら、かつ有効な情報を提供することができる。
【００１２】
　また、本発明の画像表示システムは、前記画像表示装置における前記時計画像表示手段
は、前記映像情報を表示している間にも、前記時計画像を常時表示することを特徴とする
。
このような構成であれば、画像表示装置では、映像情報を表示する場合にも、同時に時計
画像を表示する。
　これにより、例えば、イベント情報をイベント開始時刻とともに表示する場合には、現
時時刻を同時に確認できる。また、前から表示されている時計画像の上に、文字情報など
の案内情報を流すような場合には、画像が急に変化せず、自然な画面の流れとなる。
【００１３】
　また、本発明の画像表示方法は、前記映像情報送信装置は、前記各画像表示装置の端末
識別情報毎に、前記画像表示装置が表示すべき映像情報と表示開始時刻とを表示開始テー
ブルとして関連づけて記憶し、前記画像表示装置から前記画像表示装置の前記端末識別情
報を受信した場合に、前記端末識別情報と現在の時刻を基に表示開始テーブルを参照し、
前記画像表示装置が表示すべき映像情報と表示開始時刻の情報とを抽出し、抽出した前記
映像情報と前記表示開始時刻を前記画像表示装置に送信し、
　前記画像表示装置は、前記画像表示装置の端末識別情報を定期的に前記映像情報送信装
置に送信し、前記映像情報送信装置から受信した映像情報と表示開始時刻の情報に基づい
て、表示開始時刻に、受信した映像情報を表示することを特徴とする。
【００１４】
　このような手順であれば、映像情報送信装置（中央の管理サーバ）は、各画像表示装置
（端末）に配信する映像情報をデータベースに記憶すると共に、各画像表示装置の端末識
別情報に対応して、当該画像表示装置が表示すべき映像情報識別情報とその表示開始時刻
の情報とを表示開始テーブルとして記憶する。そして、各画像表示装置は、定期的（また
は表示終了など必要なとき）に、各画像表示装置自身の端末識別情報を、映像情報の要求
信号として、映像情報送信装置に送信する。映像情報送信装置（サーバ）は、画像表示装
置からの端末識別情報を受信した場合に、該端末識別情報を基に表示開始テーブルを参照
し、当該画像表示装置が表示すべき映像情報とその表示開始時刻の情報とを抽出し、抽出
した映像情報とその表示開始時刻の情報を、当該画像表示装置に送信する。画像表示装置
では、映像情報送信装置から受信した映像情報を、その表示開始時刻が到来すると表示を
開始する。
【００１５】
　これにより、画像表示装置（端末）側から自身が必要とする映像情報を映像情報送信装
置（サーバ）側に要求し、受信した映像情報を自身で表示することができる。すなわち、
画像表示装置はプル型で映像情報送信装置から映像情報を取得して自立的に表示を行おこ
なうため、各設置場所や時間帯ごとに必要な情報を提供することができる。例えば、デパ
ートなどでは、紳士服売場では婦人服売場のバーゲンの案内は行わないなど、表示する情
報を選択して売場に合致したものとすることができる。また、時刻に会わせて、各階に客
を誘導するように情報を表示することも可能となる。さらに、映像情報送信装置（サーバ
）側で、個々の画像表示装置の表示制御を行う必要がなくなり、映像情報の配信制御とそ
の管理が容易となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
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　次に本発明を実施するための最良の形態について図面を参照して説明する。
【００１７】
　図１は、本発明による画像表示システムの概念を説明するための図であり、本発明の画
像表示システムをデパートなどに設置する場合の例を示したものである。
【００１８】
　図１において、画像表示端末（画像表示装置）１１ａはデパートの入口に設置された時
計画像表示用の画像表示端末であり、画像表示端末１１ｂはデパートの売場２に設置され
た画像表示端末であり、画像表示端末１１ｎは売場ｎに設置された画像表示端末である。
【００１９】
　各画像表示端末１１ａ～１１ｎには、液晶プロジェクター１２ａ～１２ｎが設備され、
スクリーン１３ａ～１３ｎに時計画像により現在の時刻を表示するととともに、その他の
文字情報や、静止画像や、動画像を表示する（図６を参照）。
【００２０】
　また、各画像表示端末１１ａ～１１ｎは、映像情報を提供するイベントエントリサーバ
（映像情報送信装置）１００とＬＡＮ（ローカルエリアネットワーク）などの通信ネット
ワーク２０で通信接続され、イベントエントリサーバ１００から画像情報を取得して、液
晶プロジェクター１２ａ～１２ｎによりスクリーン１３ａ～１３ｎに画像を表示する。
【００２１】
　また、通信ネットワーク２０上にはネットワーク上の各機器に正確な時刻情報を提供す
るタイムサーバ３０が設けられ、各画像表示端末１１ａ～１１ｎおよびイベントエントリ
サーバ１００は、このタイムサーバ３０から時刻情報を取得し、システム全体が統一され
た時刻情報を基に運用される。
【００２２】
　画像表示端末１１ａ～１１ｎは、通常は、タイムサーバ３０から取得した時刻情報を表
示しており、例えば、図６（ａ）に示すような時計画像を、画像表示端末１１ａ～１１ｎ
自身の処理機能により表示している。
【００２３】
　また、各画像表示端末１１ａ～１１ｎでは、タイムサーバ３０から取得した時刻情報を
基準にして、定期的（または、映像情報の表示後など非定期的）に、画像表示端末１１ａ
～１１ｎ自身の「端末識別情報」をイベントエントリサーバ１００に送信して、自身が表
示すべき「映像情報」とその「表示時刻の情報」を要求する。
【００２４】
　イベントエントリサーバ１００は、画像表示端末１１ａ～１１ｎから「端末識別情報」
を受信すると、「端末識別情報」を送信した画像表示端末１１ａ～１１ｎが表示すべき「
映像情報」を、画像表示端末１１ａ～１１ｎに送信する。
【００２５】
　画像表示端末１１ａ～１１ｎは、イベントエントリサーバ１００から受信した「映像情
報」を、表示開始刻になると、液晶プロジェクター１２ａ～１２ｎとスクリーン１３ａ～
１３ｎにより表示する。この「映像情報」は、図６（ｂ）に示すように、例えば、時計映
像の上に上書きして、イベントの案内情報などが流される。そして、映像情報の表示後は
、次に「映像情報」を表示するまでの間は、再び時計画像を表示する状態に戻る。
【００２６】
　このように、本発明においては、画像表示端末１１ａ～１１ｎが自身が必要とする映像
情報をイベントエントリサーバ１００側に要求し、受信した映像情報を自身で表示する。
【００２７】
　すなわち、画像表示端末１１ａ～１１ｎはプル型（画像表示端末１１ａ～１１ｎからイ
ベントエントリサーバ１００にアクセスして情報を取得する方式）で映像情報を取得して
自立的に表示を行うものであり、イベントエントリサーバ１００から一方的に配信される
画一的な情報ではなく、画像表示端末１１ａ～１１ｎ自身がその設置場所や時間帯に応じ
た情報をイベントエントリサーバ１００から取得して提供するものである。例えば、デパ
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ートの紳士服売場では婦人服売場のバーゲンの案内は行わないなど、表示する情報を選択
して売場の客層に合致した情報を提供することができる。
【００２８】
　また、時刻に会わせて、適宜にイベント情報などを順番に提供し、各階に客を誘導し、
顧客が長くデパート内に留まるようにすることも可能となる。
【００２９】
　また、イベントエントリサーバ１００側で、個々の画像表示端末１１ａ～１１ｎへの映
像情報の配信制御を常時行う必要がなくなり、イベントエントリサーバ１００側での処理
負担が軽減され、システム構成とその管理が容易となる。
【００３０】
　また、図２は、本発明の画像表示システムの機能構成例を示す図であり、イベントエン
トリサーバ１００と画像表示端末２００とが有する機能を示したものであり、本発明に直
接関係する機能を示したものである。イベントエントリサーバ１００内の端末識別情報受
信機能１０１は、「映像情報」を要求する画像表示端末２００からの「端末識別情報」を
受信するための機能である。
【００３１】
　映像情報抽出機能１０２は、画像表示端末２００から受信した「端末識別情報」と「現
在の時刻の情報」とを基に、データベース１２０内の表示開始テーブル１２１を参照して
、当該端末が表示すべき「映像情報」と「表示開始時刻の情報」の情報を取得するための
機能である。
【００３２】
　表示情報送信機能１０３は、「映像情報」と「表示開始時刻の情報」を該当する画像表
示端末２００に送信するための機能である。
【００３３】
　なお、データベース１２０内の表示開始テーブル１２１は、図７の表示開始テーブルの
例を示す図に例示するように、各画像表示端末２００ごとに設けられるテーブルであり、
端末識別ＩＤごとに、「表示開始時刻」と「映像情報の識別情報」との対応関係がテーブ
ルとして記録されたものである。イベントエントリサーバ１００では、画像表示端末２０
０からの端末識別情報を受信すると、この端末「識別情報」と「現在の時刻の情報」とを
基にして、表示開始テーブル１２１を参照し、画像表示端末２００の端末識別情報と現在
の時刻から、映像情報の識別情報を取得し、該当する「映像情報」とその「表示開始時刻
の情報」とを画像表示端末２００に送信する。
【００３４】
　また、画像表示端末２００内の端末識別情報送信機能２０１は、画像表示端末２００自
身の識別情報をイベントエントリサーバ１００に送信するための機能であり、この端末識
別情報を送信することで、イベントエントリサーバ１００に対して、「映像情報」と「表
示開始時刻の情報」の送信を要求する。
【００３５】
　表示情報受信機能２０２は、イベントエントリサーバ１００から「表示開始時刻の情報
」と「映像情報」を受信するための機能であり、映像情報表示機能２０３は、イベントエ
ントリサーバ１００から受信した「映像情報」を、指定された表示開始時刻に液晶プロジ
ェクター１２とスクリーン１３により表示するための機能である。
【００３６】
　時計画像表示機能２０４は、タイムサーバ３０から取得した時刻情報を、時計画像によ
り表示するための機能である（図６参照）。
【００３７】
　また、記憶部２２０内には、画像表示端末自身の端末識別情報２２１と、イベントエン
トリサーバ１００から受信した映像情報２２２が表示開始時刻の情報とともに記録される
。
【００３８】
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　なお、タイムサーバ３０内の時刻情報提供機能３１は、画像表示端末２００およびイベ
ントエントリサーバ１００に時刻情報を提供するための機能であり、画像表示端末２００
およびイベントエントリサーバ１００は、このタイムサーバ３０から定期的に時刻情報を
取得して、自身の有する時計機能の校正を行う。
【００３９】
　また、図３は、画像表示端末とイベントエントリサーバ間の処理シーケンスを示す図で
あり、画像表示端末２００とイベントエントリサーバ１００との間で行われる処理の流れ
を示したものである。なお、イベントエントリサーバ１００および画像表示端末２００は
、それぞれタイムサーバ３０から「時刻情報」を取得し、同じ時刻で同期し運用されるも
のとする。また、画像表示端末２００は通常は時計画像により現時の時刻情報を表示して
いるものとする。
【００４０】
　画像表示端末２００は、定期的に自身の端末識別情報の送信タイミングが到来したかど
うかを確認する（ステップＳ１０１）。送信タイミングが到来すると、画像表示端末２０
０は、イベントエントリサーバ１００に対して「端末識別情報」を送信する（ステップＳ
１０２）。
【００４１】
　イベントエントリサーバ１００は、画像表示端末２００から「端末識別情報」を受信す
ると（ステップＳ１０３）、この「端末識別情報」と「現在時刻の情報」を基に、データ
ベース１２０を検索する（ステップＳ１０４）。例えば、図７に例示する表示開始テーブ
ルを参照し、現在の時刻の次に表示すべき「映像情報」と「表示開始時刻の情報」を抽出
する（ステップＳ１０５）。
【００４２】
　それから、「映像情報」と「表示開始時刻の情報」を画像表示端末２００に送信する（
ステップＳ１０６）。画像表示端末２００は、「映像情報」と「表示開始時刻の情報」を
受信して記憶する（ステップＳ１０７）。
【００４３】
　次に、画像表示端末２００は、表示開始時刻が到来したかどうかを確認する（ステップ
Ｓ１０８）。表示開始時刻でない場合は、ステップＳ１０１に戻る。表示開始時刻になる
と、「映像情報」を表示する（ステップＳ１０９）。
【００４４】
　図４は従来のシステムとの比較を示す図である。この図が示すように、従来のシステム
では、（ａ）に示すように映像情報を絶え間なく表示端末に映像情報を流すには、管理者
が常に映像情報の表示の管理をしなければ成らない。また（ｂ）に示すように映像情報が
短い場合には次の映像情報が始まるまで表示端末には何も表示されないような状況になる
。また（ｃ）に示すように表示時間の短い映像情報を詰めて、連続して表示できるように
管理した場合でも、後の時間帯に何も表示されない時間ができてしまう為、その時間を穴
埋めする為に別途映像情報を用意したり、既に表示した情報をもう一度表示するような管
理を行なう必要がある。しかしながら、本発明のシステム（ｄ）では、映像情報の表示時
間が短くなって、次の映像情報の表示までの時間に時計を表示しておけるので、何も表示
されていない状況を発生させることがない。そのため、従来に比べて、映像情報の変更や
、管理を柔軟に行うことが出来る。
【００４５】
　また、図５は、画像表示端末２００とイベントエントリサーバ１００の構成例を示す図
であり、本発明に直接関係する部分について示したものである。
【００４６】
　図５に示すイベントエントリサーバ１００において、１０５は通信ネットワーク２０と
サーバ１００とを接続する通信用インタフェース、１０６はサーバ全体を制御する制御部
、１１０は処理プログラム部、１２０はデータベースを示している。
【００４７】
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　また、処理プログラム部１１０には、以下の処理部が含まれている。
　端末識別情報受信処理部１１１は、「映像情報」を要求する画像表示端末２００からの
「端末識別情報」を受信するための処理部である。
【００４８】
　映像情報抽出処理部１１２は、端末の識別情報と現在の時刻の情報とを基に、データベ
ース１２０内の表示開始テーブル１２１を参照して、当該端末が表示すべき「映像情報」
と「表示開始時刻の情報」の情報を取得するための処理部である。
表示情報送信処理部１１３は、「映像情報」と「表示開始時刻の情報」を画像表示端末２
００に送信するための処理部である。
時刻情報取得処理部１１４は、タイムサーバ３０から定期的に時刻情報を取得するための
処理部であり、画像表示端末２００における映像情報の表示などは、この時刻情報を基準
にして行われる。
【００４９】
　なお、データベース１２０内の表示開始テーブル１２１には、図７の表示開始テーブル
の例を示す図に例示するように、各画像表示端末２００ごとに設けられるテーブルであり
、端末識別ＩＤごとに、「表示開始時刻」と「映像情報の識別情報」との対応関係を記録
したテーブルである。また、映像情報１２２は、画像表示端末２００に配信する静止画、
動画、テキストなどの映像情報である。
【００５０】
　また、画像表示端末２００において、２０５は画像表示端末２００の全体を制御する制
御部、２０６は通信ネットワーク２０と画像表示端末２００とを通信接続する通信用イン
タフェース、２１０は処理プログラム部、２２０は記憶部を示している。
【００５１】
　また、処理プログラム部２１０内の端末識別情報送信処理部２１１は、画像表示端末２
００自身の識別情報をイベントエントリサーバ１００に送信するための処理部であり、こ
の端末識別情報を送信することで、イベントエントリサーバ１００に対して、「映像情報
」と「表示開始時刻の情報」の送信を要求する。
【００５２】
　表示情報受信処理部２１２は、イベントエントリサーバ１００から「表示開始時刻の情
報」と「映像情報」を受信するための機能である。映像情報表示処理部２１３は、イベン
トエントリサーバ１００から受信した「映像情報」を、液晶プロジェクター１２とスクリ
ーン１３により指定された表示開始時刻に表示するための処理部である。
【００５３】
　時刻情報取得処理部２１４は、タイムサーバ３０から定期的に時刻情報を取得するため
の処理部であり、画像表示端末２００における映像情報の表示などは、この時刻情報を基
準にして行われる。時計画像表示処理部２１５は、タイムサーバ３０から取得した時刻情
報を、時計画像により表示するための処理部である（図６参照）。
【００５４】
　また、記憶部２２０内には、画像表示端末自身の端末識別情報２２１と、イベントエン
トリサーバ１００から受信した映像情報２２２が表示開始時刻の情報とともに記録される
。
【００５５】
　なお、図５に示すイベントエントリサーバ１００内の処理プログラム部１１０、および
画像表示端末２００内の処理プログラム部２１０は専用のハードウエアにより実現される
ものであってもよく、またこの処理プログラム部はメモリおよびＣＰＵ（中央処理装置）
により構成され、この処理部の機能を実現するためのプログラム（図示せず）をメモリに
ロードして実行することによりその機能を実現させるものであってもよい。また、イベン
トエントリサーバ１００には、周辺機器として入力装置、表示装置等（いずれも表示せず
）が接続されているものとする。ここで、入力装置としては、キーボード、マウス等の入
力デバイスのことをいう。表示装置とは、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）や液晶表示装置等
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のことをいう。
【００５６】
　また、図５に示すイベントエントリサーバ１００内の処理プログラム部１１０、および
画像表示端末２００内の処理プログラム部２１０の機能を実現するためのプログラムをコ
ンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムを
コンピュータシステムに読み込ませ、実行することにより、図５に示すイベントエントリ
サーバ１００内の処理プログラム部１１０、および画像表示端末２００内の処理プログラ
ム部２１０に必要な処理を行ってもよい。なお、ここでいう「コンピュータシステム」と
は、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。
【００５７】
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気
ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハー
ドディスク等の記憶装置のことをいう。さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」
とは、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送
信する場合の通信線のように、短時間の間、動的にプログラムを保持するもの（伝送媒体
ないしは伝送波）、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の
揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含むものとする。
また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良く、さら
に前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムとの組み合わ
せで実現できるもの、いわゆる差分ファイル（差分プログラム）であっても良い。
【００５８】
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明の画像表示システムは、上述の
図示例にのみ限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々変
更を加え得ることは勿論である。
【産業上の利用可能性】
【００５９】
　本発明においては、画像表示装置がサーバからプル型で映像情報を取得して自立的に表
示を行おこなうため、各設置場所ごとに必要な情報を容易に提供することができる効果を
奏するので、本発明は、画像表示装置、及び画像表示方法などに適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明による画像表示システムの概念を説明するための図
【図２】本発明の画像表示システムの機能構成例を示す図
【図３】画像表示端末とイベントエントリサーバ間の処理シーケンスを示す図
【図４】従来のシステムとの比較を示す図
【図５】画像表示端末とイベントエントリサーバの構成例を示す図
【図６】画像表示端末の画像の表示例を示す図
【図７】表示開始テーブルの例を示す図
【符号の説明】
【００６１】
１1ａ～１１ｎ…画像表示端末，１２、１２ａ～１２ｎ…液晶プロジェクター，１３、１
３ａ～１３ｎ…スクリーン，２０…通信ネットワーク，３０…タイムサーバ，３１…時刻
情報提供機能，１００…イベントエントリサーバ，１０１…端末識別情報受信機能，１０
２…映像情報抽出機能，１０３…表示情報送信機能，１１０…処理プログラム部，１１１
…端末識別情報受信処理部，１１２…映像情報抽出処理部，１１３…表示情報送信処理部
，１１４…時刻情報取得処理部，１２０…データベース，１２１…表示開始テーブル，１
２２…映像情報，２００…画像表示端末，２０１…端末識別情報送信機能，２０２…表示
情報受信機能，２０３…映像情報表示機能，２０４…時計画像表示機能，２１０…処理プ
ログラム部，２１１…端末識別情報送信処理部，２１２…表示情報受信処理部２１３…映
像情報表示処理部，２１４…時刻情報取得処理部，２１５…時計画像表示処理部，２２０
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…記憶部，２２１…端末識別情報，２２２…映像情報

【図１】 【図２】
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